
着
任
に
あ
た
り
、
統
率
方
針
を
「
信
頼
さ
れ
魅

力
あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
の
創
造
」
と
し
て
院
務

を
運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
、
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
る
と

と
も
に
、
衛
生
科
隊
員
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
事
態
対
処
時
に
は
治

療
・
後
送
の
中
核
拠
点
と
な
る
こ
と
で
、
隊
員
、

患
者
、
国
民
か
ら
「
信
頼
」
さ
れ
る
と
と
も
に
、

加
え
て
、
勤
務
す
る
職
員
や
衛
生
科
隊
員
に
と
っ

て
も
「
魅
力
」
の
あ
る
病
院
を
創
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
職
員
に
対
し
て
、

３
点
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
１
点
目
は
「
即
応
」

で
、
事
態
発
生
時
に
適
切
に
任
務
が
果
た
せ
る
よ

う
に
、
普
段
は
「
作
戦
準
備
」
と
捉
え
能
力
向
上

に
励
み
、
発
生
時
に
は
「
即
応
」
し
、
任
務
に
邁

進
す
る
こ
と
で
す
。
２
点
目
は
「
挑
戦
」
で
、
一

人
一
人
が
「
衛
生
機
能
を
変
革
」
す
る
エ
ン
ジ
ン

と
な
り
、
新
た
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
「
挑
戦
」

し
、
自
衛
隊
衛
生
を
牽
引
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

３
点
目
は
「
誇
り
」
で
、
国
の
防
衛
の
た
め
に
重

要
な
役

割
を
担
う
、
自
衛
隊
の
「
最
終
後
送
病
院
」
で
あ

る
当
院
で
、
「
誇
り
」
を
も
っ
て
勤
務
に
邁
進
す

る
こ
と
で
す
。

職
員
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
知
識
・
技
術
・
英

知
、
行
動
力
と
情
熱
を
結
集
し
、
こ
れ
ら
を
組
織

化
し
て
、
病
院
一
丸
と
な
っ
て
「
信
頼
さ
れ
魅
力

あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
」
を
創
造
し
て
い
く
た
め

に
、
先
頭
に
立
っ
て
専
心
努
力
し
、
職
務
に
邁
進

す
る
所
存
で
す
。
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自衛隊中央病院
総務部総務課発行
令和６年
第２号

中
病
だ
よ
り

中病だより第１号 ２０２４年１１月吉日発行

着

任

の

辞

令
和
6
年
４
月
１
日
付
で
、
第
17
代
自
衛

隊
中
央
病
院
長
を
拝
命
し
た
、
鈴
木

智
史

（
す
ず
き

さ
と
し
）
で
す
。
常
日
頃
か
ら

の
自
衛
隊
中
央
病
院
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援

ご
協
力
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
国
は
、
極
め
て
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
変

化
す
る
、
歴
史
的
に
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安

全
保
障
環
境
に
直
面
し
て
お
り
、
防
衛
力
を

抜
本
的
に
強
化
し
て
抑
止
力
を
高
め
、
同
盟

国
や
同
志
国
と
の
連
携
の
強
化
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
非
常
に
重
要
な
時
期
に
、

歴
史
の
あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
で
勤
務
で
き

る
こ
と
は
、
無
上
の
喜
び
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

歴
代
病
院
長
を
始
め
と
す
る
諸
先
輩
方
が

築
き
上
げ
て
き
た
、
自
衛
隊
中
央
病
院
の
良

き
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、 

「
救
命
率
の

更
な
る
向
上
」
の
た
め
に
、
地
域
の
医
療
の

一
翼
を
担
い
つ
つ
、
「
衛
生
機
能
の
変
革
」

を
先
頭
に
な
っ
て
推
進
し
、
成
し
遂
げ
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

 

副院長（陸）
陸将 平山 健一

令
和
6
年
４
月
１
日
付
で
自
衛
隊
中
央
病

院
副
院
長
兼
ね
て
企
画
室
長
を
拝
命
し
ま
し

た
陸
将
平
山
健
一
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
前
職
の
自
衛
隊
阪
神
病
院

長
兼
ね
て
川
西
駐
屯
地
司
令
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
と
自
衛
隊
大

阪
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
の
運
営
担
任
官
と

し
て
右
往
左
往
し
な
が
ら
も
、
関
西
の
食
事

と
人
情
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
４
年
間
楽
し

く
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
衛
隊

中
央
病
院
に
は
小
児
科
部
長
と
し
て
平
成
２

２
年
３
月
か
ら
２
３
年
1
１
月
、
衛
生
資
材

部
長
と
し
て
平
成
３
０
年
３
月
か
ら
同
年
７

月
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
中
病
に

は
６
年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
が
、
帰
っ
て
き
た

ら
私
の
年
齢
は
５
８
歳
に
な
り
浦
島
太
郎
の

ご
と
く
以
前
一
緒
に
勤
務
さ
れ
た
先
輩
も
既

に
定
年
で
病
院
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
方
が
多

く
少
し
寂
し
く
感
じ
る
次
第
で
す
。
し
か
し
、

病
院
勤
務
員
が
昔
以
上
に
診
療
、
看
護
、
研

究
な
ど
精
力
的
に
向
き
合
い
患
者
の
た
め
に

中
央
病
院
の
医
療
を
支
え
る
姿
を
み
て
非
常

に
頼
も
し
く
も
感
じ
ま
し
た
。
さ
て
、

「
年
々
厳
し
く
な
る
我
が
国
の
安
全
保
障
環

境
」
は
定
型
文
の
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
が
、
実
際
に
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
に
あ

り
、
そ
れ
に
伴
い
自
衛
隊
各
隊
の
編
成
や
訓

練
も
実
際
的
な
状
況
を
想
定
し
た
ま
す
ま
す

真
剣
み
を
ま
し
た
も
の
に
進
化
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
状
況
下
で
自
衛
隊
衛
生
の
中
枢
で

あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
の
運
営
に
参
画
す
る

立
場
に
置
か
れ
た
こ
と
に
焦
燥
を
感
じ
つ
つ

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
非
才
の
身
で

は
あ
り
ま
す
が
鈴
木
病
院
長
を
核
心
と
し
、

統
率
方
針
「
信
頼
さ
れ
魅
力
あ
る
自
衛
隊

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

鈴

木

智

史

 

副院長（海）
海将 小川 均

『
海
副
院
長
、
放
射
線
技
師
養
成
所
長
、
そ
し

て
医
療
安
全
・
感
染
対
策
室
長
を
拝
命
致
し
ま

し
た
。
こ
の
た
び
の
着
任
に
あ
た
り
、
大
変
重

責
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
お
り
ま
す
。
放
射
線
技
師
の
育
成
に
お

い
て
は
、
質
の
高
い
教
育
と
臨
床
現
場
で
の
実

践
力
を
重
視
し
、
未
来
を
担
う
技
術
者
の
成
長

を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
安
全
と
感
染
対
策
は
、
全
て
の
患
者
さ
ん

と
医
療
従
事
者
の
安
心
・
安
全
を
守
る
要
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
皆
様
と
の
協
力
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

最
善
の
医
療
環
境
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
』

と
、
『
副
院
長
就
任
に
際
し
て
の
挨
拶
』
と
い

う
こ
と
で
チ
ャ
ッ
トG

P
T

が
作
成
し
て
く
れ

た
、
当
た
り
障
り
の
な
い
、
か
つ
若
干
仰
々
し

い
表
現
の
文
章
に
つ
け
加
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、

で
き
れ
ば
現
場
目
線
で
状
況
・
情
報
の
確
認
を

意
識
し
、
と
も
す
れ
ば
大
所
帯
の
組
織
で
は
起

こ
り
が
ち
な
縦
割
り
業
務
に
よ
る
弊
害
を
限
局

化
し
、
本
質
的
な
問
題
解
決
を
で
き
る
範
囲
で

心
掛
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
中
央

病
院
は
、
前
回
の
第
３
外
科
部
長
の
配
置
以
来

約
５
年
半
ぶ
り
の
勤
務
で
、
そ
の
間
、
臨
床
か

ら
離
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
進
月
歩
の
医

療
業
界
の
中
に
あ
っ
て
、
多
く
の
学
ば
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
も
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

前
配
置
の
海
上
幕
僚
監
部
首
席
衛
生
官
で
は
、

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
日
本
の
状
況
、
戦
傷
、

中
央
病
院
の
創
造
」
の
も
と
中
央
病
院
が
ま

す
ま
す
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
運
営
に

邁
進
す
る
所
存
で
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
第
59
回
関
東
放
射
線
技
師

教
育
施
設
体
育
大
会
】

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所

〇
優
勝

（
卓
球
）

〇
準
優
勝
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

〇
準
優
勝
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

感
謝
状
等

【
沖
縄
県
八
重
山
警
察
署
長
】

〇
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
た
功
績

３
等
陸
佐

今

野

光

彦

（
診
療
科
）

【
海
上
保
安
庁
長
官
】

〇
護
衛
艦
あ
け
ぼ
の
医
務
長
と
し

て
人
命
救
助
の
功
績

２
等
海
尉

一

尾

幸

輝

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

自
分
で
で
き
る
健
康
管
理

①
臍
の
高
さ
Ａ
で
計
る
。

お
な
か
の
脂
肪
で
臍
の
位
置
が
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
場
合
、
あ
ば
ら
骨

の
一
番
下
と
、
骨
盤
の
出
っ
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
中
間
Ｂ
で
計
る
。

②
両
足
を
揃
え
た
立
位
で
、
緊
張
せ

ず
に
腕
を
両
側
に
下
げ
る
。

③
軽
い
呼
気
（
は
き
出
し
た
）
の
終

わ
り
に
メ
モ
リ
を
読
む
。

④
巻
き
尺
が
、
背
中
や
腰
に
水
平
に

巻
か
れ
る
よ
う
に
す
る
。

⑤
巻
き
尺
が
腹
部
に
く
い
込
ま
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

⑥
食
事
に
よ
る
測
定
誤
差
を
避
け
る

た
め
に
、
空
腹
時
に
測
定
す
る
。

自
分
で
測
定
が
で
き
、
管
理
で
き
る

の
は
、
体
重
・
血
圧
・
腹
囲
で
す
。

正
し
い
測
定
方
法
を
知
り
、
測
定
を
習

慣
化
し
健
康
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
プ
リ
等
を
活
用
す
る
と
、
日
々
測
定

し
た
値
を
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
見

や
す
い
グ
ラ
フ
で
自
分
の
健
康
状
態
の

把
握
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ

い
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
生
活
習
慣
病

予
備
群
で
す
。
内
臓
脂
肪
蓄
積
を
必
須

項
目
と
し
て
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
、

血
圧
高
値
の
３
項
目
の
う
ち
２
項
目
以

上
を
満
た
す
場
合
に
診
断
さ
れ
ま
す
。

内
臓
脂
肪
蓄
積
は
、
腹
囲
（
ウ
エ
ス

ト
周
囲
長
）
で
評
価
し
ま
す
。
腹
囲
が
、

男
性
85

㎝
以
上
、
女
性
90

㎝
以
上
が

内
臓
脂
肪
面
積
男
女
と
も
に
、
一
〇
〇

㎠
以
上
に
相
当
し
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
に
よ
り
、
体
重
、
腹

囲
が
減
少
す
る
こ
と
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

臍を基準に

体
重
は
、
毎
日
測
定
す
る
こ
と
で
、

体
調
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
同
じ
条
件
で
測
定
し
、
結
果
を
記
録

す
る
。
（
起
床
直
後
推
奨
）

②
ト
イ
レ
を
す
ま
せ
て
か
ら
体
重
計
に

乗
る
。

③
イ
ベ
ン
ト
等
を
記
録
す
る
。

④
グ
ラ
フ
で
、
経
年
変
化
を
み
る
。

⑤
変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
前
の

生
活
を
振
り
返
る
。

【
体
重
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
上
腕
血
圧
計
を
選
ぶ
。

②
測
定
回
数
は
、
原
則
一
機
会
に
二

回
と
し
、
二
回
の
測
定
値
の
平
均
値

を
記
録
す
る
。
一
機
会
に
一
回
の
み

測
定
し
た
場
合
、
一
回
の
み
の
血
圧

値
を
そ
の
機
会
の
血
圧
値
と
す
る
。

③
ト
イ
レ
を
済
ま
せ
、
一
～
二
分
椅

子
に
座
っ
て
か
ら
測
定
す
る
。

④
時
間
帯
は
、
朝
と
晩

朝
は
起
床
し
て
一
時
間
以
内
の
排

尿
後
、
朝
食
摂
取
や
服
薬
前

晩
は
、
就
床
前

⑤
測
定
前
に
喫
煙
、
飲
酒
、
カ
フ
ェ

イ
ン
の
摂
取
は
行
わ
な
い
。

【
家
庭
血
圧
測
定
の
ポ
イ
ン
ト
】

家
庭
血
圧
と
は
、
自
身
が
自
宅
で
測

定
す
る
血
圧
の
こ
と
で
す
。

ま
ず
は
、
日
々
の
測
定
を
習
慣
化

し
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
っ
て
、

健
康
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

内臓脂肪

村
上
海
将
退
官

鈴
木
新
病
院
長
着
任

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

オ
ー
プ
ン

自
衛
隊
中
央
病
院
副
院
長

村
上

健
彦
海
将
は
、
令
和
六
年
三
月
二
十

八
日
、
桜
舞
い
散
る
中
、
国
防
の
任

を
全
う
さ
れ
退
官
さ
れ
た
。
海
上
自

衛
官
の
音
楽
隊
に
所
属
経
験
の
あ
る

田
中
２
海
曹
の
フ
ル
ー
ト
生
演
奏
の

音
色
が
華
を
添
え
、
多
く
の
職
員
に

見
送
ら
れ
、
最
後
は
『
帽
振
れ
』
で

病
院
を
後
に
し
た
。

令
和
6
年
４
月
１
日
付
で
、
第
17
代

自
衛
隊
中
央
病
院
長
、
と
し
て
鈴
木

智
史
病
院
長
が
着
任
さ
れ
た
。

平
山
副
院
長
以
下
病
院
主
要
幹
部
の

出
迎
え
を
受
け
た
。

着
任
行
事
で
は
、
平
山
副
院
長
率
い

る
病
院
職
員
に
、
『
即
応
・
挑
戦
・
誇

り
』
を
要
望
し
、
『
信
頼
さ
れ
、
魅
力

あ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
の
創
造
』
を
統

率
方
針
と
し
て
示
し
た
。

病
院
は
、
鈴
木
病
院
長
を
核
心
と
し

て
目
標
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日
、
病
院
内
の

売
店
ス
ペ
ー
ス
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
が
新
規
オ
ー
プ
ン
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
の

お
得
な
食
品
や
日
用
品
も
豊
富
に
取

り
揃
え
て
ま
す
。

ま
た
、
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
公
共
料

金
の
支
払
い
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス

も
利
用
可
能
で
、
病
院
内
で
の
利
便

性
が
一
段
と
向
上
し
た
。
オ
ー
プ
ン

初
日
に
は
多

く
の
買
い
物

客
で
店
内
は

大
変
な
賑
わ

い
で
あ
っ
た
。

病
院
は
よ
り

一
層
利
便
性

向
上
に
努
め

て
い
く
。
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自
衛
隊
中
央
病
院
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
大
堀
健
防
衛
事
務

官
）
で
四
月
四
日
、
第
69
期
生
の
入
所
式
が

行
わ
れ
た
。

国
歌
演
奏
、
入
所
生
の
任
命
後
、
学
生
長

が
代
表
し
て
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
所
を
申
告
し

た
。

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

入
所
式

平
安
幼
稚
園
児
に
よ
る

入
院
患
者
慰
問

東
方
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

病
院
研
修

大
量
傷
者
受
け
入
れ
訓
練

モ
ン
ゴ
ル
軍
訓
練
視
察

来
賓
祝
辞
で
は
、
防
衛
省
人
事
教
育
局
齋

藤
敏
幸
給
与
課
長
が
登
壇
し
「
皆
さ
ん
が
同

期
の
絆
を
深
め
、
健
康
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
更
な
る

飛
躍
を
遂
げ
て
職
務
に
復
帰
す
る
こ
と
を
祈

念
す
る
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

入
所
生
は
、
一
年
又
は
六
か
月
の
間
、
そ

れ
ぞ
れ
の
履
修
科
に
お
い
て
、
各
人
の
目
標

に
向
け
、
知
識
・
技
能
、
各
種
資
格
等
を
習

得
し
、
部
隊
復
帰
後
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
に
お

い
て
貢
献
で
き
る
よ
う
研
修
す
る
こ
と
と
な

る
。職

業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
公

務
災
害
等
に
よ
り
障

害
を
負
っ
た
隊
員
が

お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ

入
所
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。
部
隊
復

帰
に
向
け
て
し
っ
か

り

サ

ポ

ー

ト

し

た

い
。
」
と
し
て
い
る
。

病
院
は
、
七
月
十
二
日
及
び
十
三
日
に
モ
ン
ゴ

ル
軍
へ
の
能
力
構
築
支
援
と
し
て
大
量
傷
者
訓
練

へ
招
聘
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
中
央
病
院
副
院
長
ル
ブ
サ
ン
ド
ル

ジ
・
ル
ブ
ザ
ン
大
佐
以
下
９
名
は
初
日
に
訓
練
概

要
な
ど
の
詳
細
な
計
画
に
つ
い
て
説
明
受
け
を
し
、

十
三
日
に
実
際
に
訓
練
視
察
を
実
施
し
た
。

Ｕ
Ｈ-

60
や
東
京
消
防
庁
の
大
型
ヘ
リ
で
患
者

空
輸
を
行
う
な
ど
、
そ
の
訓
練
規
模
の
大
き
さ
に

非
常
に
感
心
さ
れ
て
い
た
。

特
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
大

規
模
な
訓
練
を
整
斉
と
実
施
す
る
た
め
の
訓
練
計

画
の
立
案
や
訓
練
の
統
裁
要
領
で
あ
っ
た
。

自
国
軍
で
の
訓
練
実
施
に
資
す
る
た
め
に
細
か

な
と
こ
ろ
ま
で
よ
く
確
認
し
て
い
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
長
ら
く
モ
ン
ゴ
ル
能
力
構

築
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
、
札
病
・
永
田
１
佐
と

更
な
る
災
害
対
処
能
力
向
上
に
向
け
、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

病
院
は
、
六
月
二
十
一
日
、
東
部
方
面
隊
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
三
宿
駐
屯
地
研
修
に
協
力
し
、

病
院
の
施
設
研
修
を
行
っ
た
。

研
修
に
先
立
ち
会
長
、
副
会
長
な
ど
４
名
と
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
同
行
し
て
こ
ら
れ
た
東
方

行
政
副
長
の
表
敬
を
受
け
た
。

病
院
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
屋
上
ヘ

リ
ポ
ー
ト
見
学
、
感
染
症
病
棟
及
び
１
類
感
染
症

対
応
病
室
を
刺
殺
さ
れ
た
の
ち
、
研
究
棟
に
移
動

し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
モ
デ
ル
に
つ
い
て
概
要
説
明

と
、
実
際
に
各
種
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
モ
デ
ル
の
研
修

を
実
施
し
た
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
モ
デ
ル
を
使
用
し
た
Ｄ
Ｃ
Ｓ

（
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
術
）
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
、
一
様
に
感
心
し
て
い
た
。

一
連
の
研
修
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
中
央
病
院
の

理
解
促
進
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
た
。

六
月
十
日
、

平
安
幼
稚
園
児

十
三
名
が
当
院

を
訪
れ
入
院
患

者
を
慰
問
し
て

く
れ
ま
し
た
。

年
長
さ
ん
は

元
気
な
足
取
り

で
病
棟
の
デ
イ

ル
ー
ム
に
登
場

す
る
と
、
会
場

は
明
る
く
笑
顔

に
な
っ
た
。

園
児
た
ち
は

一
生
懸
命
練
習

し
て
き
た
歌
や

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
自
然
と
手
拍
子
が
起
こ
り
、

ほ
っ
こ
り
し
た
時
間
と
な
っ
た
。

ま
た
、
園
児
た
ち
は
、
手
作
り
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
や
お
花
を
持
参
し
、
患
者
や
看
護
師

の
代
表
者
に
手
渡
す
と
、
温
か
い
言
葉
と
と
も

に
か
わ
い
い
笑
顔
を
届
け
て
く
れ
た
。
小
さ
な

手
で
心
を
込
め
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
姿
に
、

患
者
さ
ん
た
ち
も
思
わ
ず
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
が
広
が
っ
た
。
。

幼
稚
園
児
に
と
っ
て
も
、
人
々
を
励
ま
し
、

助
け
合
う
大
切
さ
を
学
ぶ
貴
重
な
経
験
と
な
っ

て
い
れ
ば
と
思
う
。
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人

事

往

来

本
年
４
月
に
総
務
部
長
を
拝
命
し
中
央
病
院

に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

現
在
、
自
衛
隊
衛
生
で
は
先
の
国
家
防
衛
戦
略

等
を
踏
ま
え
た
衛
生
機
能
の
変
革
を
推
進
中
と

の
こ
と
で
、
私
自
身
も
そ
の
一
翼
を
担
う
中
央

病
院
の
一
員
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
変
革
を
推
し
進
め
て
い
く
重
要
性
は
論

を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
他
方
で
、
こ
の

よ
う
な
躍
進
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、
足
元
も

し
っ
か
り
と
固
め
る
時
期
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
良
質
な
医
療
の
提
供
、
技
能
の
向
上
、
人

材
育
成
や
地
域
と
の
連
携
等
、
そ
も
そ
も
本
来

有
す
る
機
能
や
役
割
は
し
っ
か
り
と
維
持
・
継

続
そ
し
て
向
上
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
の
基
盤
や
機
能
発
揮
の
た
め
の
体
制

強
化
に
つ
い
て
も
重
要
性
が
増
し
て
い
る
の
だ

と
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
た
め
に
何
を
す
る
か
、
地
味
で
は
あ
り

ま
す
が
、
や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

与
え
ら
れ
た
任
務
を
一
歩
一
歩
地
道
に
着
実
に

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
つ
き
る
と
思
い
ま
す
。

「
努
力
は
人
を
裏
切
ら
な
い
」
と
い
い
ま
す
、

そ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
基
盤
を
堅
固
な
も
の

と
し
、
魅
力
あ
る
中
病
、
ひ
い
て
は
変
革
の
実

総務部長
防衛事務官
前田 誠毅

こ
の
度
、
３
月
１
８
日
付
で
第
６
代
最
先
任
上
級

曹
長
を
拝
命
し
ま
し
た
土
池
准
尉
で
す
。

本
日
こ
こ
に
、
病
院
長
、
陸
副
院
長
、
総
務
部
長

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
な
交
代
式
が
行
わ
れ
ま
す

こ
と
に
深
く
感
謝
上
げ
ま
す
。
昨
年
５
月
８
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
５
類
感
染
症
に
移
行

と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
中
央
病
院
は
、

万
全
な
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
基
本
を
徹
底
し
感

染
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
自
主

的
な
感
染
対
策
及
び
行
動
自
粛
等
に
よ
り
、
診
療
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
い
ま
だ
終
息
せ
ず
、
今
後
も
感
染
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
が
病
院
勤

務
者
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
勤
務
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

最
先
任
上
番
に
あ
た
り
、
重
視
す
る
事
項
が
２
点

あ
り
ま
す
。
１
点
目
は
、
人
材
育
成
で
す
。
隊
員
の

育
成
は
最
先
任
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
役
割
の
一
つ

で
も
あ
り
ま
す
。
自
ら
考
え
率
先
し
て
行
動
す
る
、

責
任
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
隊
員
の
育
成
に
尽
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
現
場
進
出
で
す
。
現
場
を
直
接
自
分

の
目
で
見
る
、
隊
員
の
声
を
直
接
聞
く
事
に
重
点
を

置
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
場
進
出
は
、
指
揮
官
を

補
佐
す
る
上
で
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
歴
代
最
先
任
上
級
曹
長
の
意
思
を
継
承

し
、
准
曹
の
先
頭
に
立
ち
、
隊
員
の
能
力
向
上
た
め
、

病
院
及
び
自
衛
隊
衛
生
の
充
実
・
発
展
た
め
、
全
力

で
職
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
上
番
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

最先任上級曹長
准陸尉

土池 忍

新

着

任

部

長

紹

介

新

着

任

課

長

紹

介

○
企
画
室
副
室
長

２
等
陸
佐

野

田

健

司

（
令
和
６
年
８
月
１
日
付
）

○
総
務
部
管
理
課
長

２
等
陸
佐

高

倉

信

由

（
令
和
６
年
３
月
18
日
）

○
衛
生
資
材
部
衛
生
資
材
課
長

２
等
陸
佐

遠

藤

清
一
郎

（
令
和
６
年
３
月
18
日
）

○
衛
生
資
材
部
薬
剤
課
長

２
等
陸
佐

山

内

康

彦

（
令
和
６
年
８
月
１
日
） 

○
衛
生
資
材
部
臨
床
薬
剤
課
長

２
等
空
佐

篠

原

健

次

（
令
和
６
年
８
月
１
日
）

○
看
護
部
第
１
看
護
課
長

２
等
陸
佐

櫻

井

尚

美

（
令
和
６
年
３
月
18
日
） 

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長

１
等
陸
佐

小

林

弘

明

（
令
和
６
年
３
月
18
日
付
）

○
衛
生
資
材
部
長

１
等
海
佐

宇

田

貞

武

（
令
和
６
年
３
月
22
日
付
）

○
第
１
内
科
部
長

１
等
海
佐

武

智

千
津
子

（
令
和
６
年
３
月
31
日
付
）

○
総
合
診
療
科
部
長

１
等
陸
佐

向

井

保

雄

（
令
和
６
年
８
月
１
日
付
）

○
皮
膚
科
部
長

１
等
空
佐

西

山

潔

（
令
和
６
年
８
月
１
日
付
）

○
総
合
診
療
科
副
部
長

１
等
陸
佐

三

村

敬

司

（
令
和
６
年
８
月
１
日
付
）

退
官
者
の
ご
紹
介

令
和
６
年
３
月
31
日

陸
将
補

青

野

茂

昭

（
第
１
内
科
部
長
）

令
和
６
年
４
月
29
日

２
等
陸
佐

寺

内

千
佳
子

（
看
護
部
）

令
和
６
年
４
月
29
日

２
等
陸
佐

佐

伯

恭

子

（
看
護
部
）

令
和
６
年
６
月
５
日

陸
将
補

大

川

英

徳

（
整
形
外
科
部
長
）

令
和
６
年
６
月
26.

日

陸
将
補

松

下

芳
太
郎

（
総
合
診
療
科
部
長
）

令
和
６
年
６
月
26.

日

陸
将
補

松

下

芳
太
郎

（
総
合
診
療
科
部
長
）

令
和
６
年
８
月
１.

日

３
等
陸
佐

依

田

由
紀
子

（
看
護
部
）

令
和
６
年
８
月
１.

日

３
等
陸
佐

神

谷

宣

子

（
看
護
部
）

令
和
６
年
８
月
１.

日

陸
将
補

藤

川

章

（
放
射
線
科
部
長
）

現
・
成
功
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
変
革
の
時
代
、
中
央
病
院
一
丸
と
な
っ
て
各

種
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

医
療
が
現
実
的
に
必
要
と
さ
れ
る
国
際
情
勢
高

度
専
門
化
が
進
む
医
療
環
境
と
い
っ
た
、

様
々
な
変
化
に
対
し
て
、
限
り
あ
る
人
材
や
予

算
と
い
っ
た
資
源
を
、
い
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
、

適
応
・
変
化
さ
せ
て
い
く
か
を
考
え
な
が
ら
海

上
自
衛
隊
の
衛
生
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
今
後
も
同
様
の
趣
旨
で
、
自
衛
隊
中
央

病
院
に
関
し
て
も
取
り
組
み
、
皆
様
が
働
き
甲

斐
の
あ
る
病
院
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
の

で
、
皆
様
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

成
績
優
秀
者
等

【
第
１
０
３
期
幹
部
初
級
課
程(

看
護)

】

〇
衛
生
学
校
長
賞

３
等
陸
尉

廣

瀬

加

奈

（
看
護
部
）

〇
教
育
部
長
賞

３
等
陸
尉

中

野

新

菜

（
看
護
部
）

【
第
７
期
看
護
科
幹
部
候
補
生
課
程
】

〇
幹
部
候
補
生
学
校
長
褒
章

陸
曹
長

阿

部

晴

香

（
看
護
部
）


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

